
書証対比表 別紙

○ 乙8と乙10の記載内容の違い

ll 
飲酒検査陽性反応に対する聞
取りファイル (乙8.2009/6/18
ll:54:24作成) 

飲酒検査陽性反応に対する聞
取リファイル (乙10.2009/8/
18:14:36更新)

就寝時間 21時00分頃 21時30分頃
起床時間 5時30分頃 5時40分頃 
1回目の反応 Low High
同測定時間 5時48分 6時00分 
2回目の反応 Low High
同測定時間 5時51分 6時03分 
3回目の反応 空白 空白
同測定時間 6時27分 6時27分 

(参考･記載内容に変化がないもの)
飲酒の時間 18時00分～20時30分
飲酒の量 350mlX3本
朝食の有無 無

出勤のため家を出発した時間 5時45分頃
帰宅許可時間 7時20分 (飲酒陽性反応が消 

○ 乙7と乙9の記載内容の違い
出庫点呼時に於ける飲酒チエ
ク発覚について(乙7.
2009/6/1812:04:35作成) 

ツ出庫点呼時に於ける飲酒チエ
ク発覚について(乙9. 
2009/8/1710:15:14更新)

ツ

印字された作成日 平成21年6月18日 平成21年8月10日

遅刻についての記載 なし 5分ほど遅刻して来た室留運手に対し,(以下略) 転

(参考･記載内容に変化がないもの)
検査結果 酒気帯び
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賞与支給実績一覧表
別 紙

支給総額合計 
9月 
8月 295,0

7月 308,7
6月 352,9

5月 365,6

4月 464.5

2月 453,2

1月 462,3

95 
81 
67 
58 
67 

74 
11

いずれも､前月 9日～当月 8日まで分｡ 
6月 18日以降は､自宅待機を命ぜられており残業[ =従事できていない｡従って､7月
以降は､残業代が支給されていない｡



解析表 別紙

○ 濃度変化表の分析
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事項番号 乙31 1単位 4単位 3単位 3.5単位

閲 ビール摂取量 700 500 2000 1500 175
C2) 分解時間 4+30 3:12 12:51 9:38 ll:1

③ アルコール濃度がピークに達するまでの時間 i纏 0:28 1:54 1:25 1:4

④ ピーク後分解完了までの時間 ((a-③ ) 3:50 2:44 10:57 8:12 9:3

⑤ 血中アルコール濃度 (ピーク時)(単位はmg%ではなく%) 6¢ 0.0329 0.1314 0.0986 0.1150 

⑥ 呼気アルコール濃度 (9×5[ g)ピーク .30 .63 067 042 05時)(( 単位m ] 020 014 .51 .99 .7

⑦ 1時間あたり分解濃度 (( 単位m ] 呼気)⑥ ÷④ [ g) 0.60 .60 .60 .60 .6000 000 000 000 000

@ 10時間とC3)の時間差 // 806 835 82
@ 9時間30分と③の時間差 // 736 805 75

⑩ 10 ∋[ g)時間後の呼気濃度 (⑥ -⑧ ×( 単位m ] 0 0 0.1711 0 005.70 

⑪ 9-⑨ ×⑦ [時間30分後の呼気濃度 (単位mg]) ⑥ 0 0 0.01 .09 .0021 007 015

注2)1単位の②,③,⑤の数値は,乙31からの読み取り結果を700で除した上,500を乗じたもの

注3)単位,単位,.単位の②, 1 ,,.を乗じたもの4 3 35 ③,⑤の数値は,単位の数値に4335
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○ 被告主張に係る原告のビール摂取量 (最小値 

1本あたE5呈 り 分量(最低でも摂取したとする本数 ) 摂取量

) 

500 3 150
305 1.5 5

○ アルコール濃度の減少速度の合理性の検討
事項番号

2

任e) High呼気濃度最小値 0.1500 
⑬ 反応なし呼気濃度最大値 0.0700 
⑭ 上記の差 0.0800 

⑮ 2回目と3回目の減少量 (被告
主張 :High-.反応なし) 0.0800

⑯ 2回日と3回目の時間差(被告主張) 0:2

⑰ -1時間換算(⑭ ÷⑯ (24分
×60(分 ))

) 0.2000 

価 倍数(⑦の何倍の早さになるか) 3.333



賞与計算書 別紙
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